
(57)【要約】

【課題】不要応答を抑制することが可能な弾性波デバイ

スを提供すること。

【解決手段】本発明は、圧電性を有する第１媒質（１０

）と、第１媒質上に設けられた弾性波を励振する電極（

１２）と、第１媒質（１０）と異なる材料からなり、第

１媒質上に電極（１２）を覆うように設けられた第２媒

質（１４）を有する弾性境界波デバイスにおいて、第２

媒質（１４）上に設けられた吸音部（２０）を有する弾

性境界波デバイスである。または、第２媒質上に設けら

れた凸部を有する弾性境界波デバイスである。または、

第２媒質上に設けられた第３媒質を有し、第３媒質の膜

厚は電極の周期の０．２５倍以上である弾性境界波デバ

イスである。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 電 性 を 有 す る 第 １ 媒 質 と 、
　 該 第 １ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 弾 性 波 を 励 振 す る 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 １ 媒 質 上 に 前 記 電 極 を 覆 う よ う に 設 け ら れ
た 第 ２ 媒 質 と 、
　 前 記 第 ２ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 吸 音 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 弾 性 境 界 波 デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 媒 質 お よ び 前 記 第 ２ 媒 質 と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 ２ 媒 質 と 前 記 吸 音 部
と の 間 に 設 け ら れ た 第 ３ 媒 質 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 弾 性 境 界 波 デ バ
イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 圧 電 性 を 有 す る 第 １ 媒 質 と 、
　 該 第 １ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 弾 性 波 を 励 振 す る 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 １ 媒 質 上 に 前 記 電 極 を 覆 う よ う に 設 け ら れ
た 第 ２ 媒 質 と 、
　 前 記 第 ２ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 凸 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 は 前 記 電 極 と は 異 な る 周 期 性 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 は 不 規 則 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ 記 載 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 凸 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ
か 一 項 記 載 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 凸 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず
れ か 一 項 記 載 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 の 一 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な り 、
複 数 の 前 記 凸 部 の う ち 他 の 一 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 媒 質 お よ び 前 記 第 ２ 媒 質 と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 ２ 媒 質 と 前 記 凸 部 と
の 間 に 設 け ら れ た 第 ３ 媒 質 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か 一 項 記
載 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 凸 部 は 前 記 第 ３ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 弾 性 境 界
波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 の 一 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な り 、
複 数 の 前 記 凸 部 の う ち 他 の 一 部 は 前 記 第 ３ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ９ 記 載 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 圧 電 性 を 有 す る 第 １ 媒 質 と 、
　 該 第 １ の 媒 質 上 に 設 け ら れ た 弾 性 波 を 励 振 す る 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 １ 媒 質 上 に 前 記 電 極 を 覆 う よ う に 設 け ら れ
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た 第 ２ 媒 質 と 、
　 前 記 第 １ 媒 質 お よ び 前 記 第 ２ 媒 質 と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 ２ 媒 質 上 に 設 け ら れ
た 第 ３ 媒 質 と 、 を 具 備 し 、
　 前 記 第 ３ 媒 質 の 膜 厚 は 前 記 電 極 の 周 期 の ０ ． ２ ５ 倍 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 弾 性 境
界 波 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス に 関 し 、 特 に 、 不 要 応 答 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 弾 性 境
界 波 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 弾 性 波 を 応 用 し た 装 置 の 一 つ と し て 、 弾 性 表 面 波 （ Ｓ Ａ Ｗ ： Surface Acoustic Wave De
vice） デ バ イ ス が 以 前 よ り 良 く 知 ら れ て い る 。 こ の Ｓ Ａ Ｗ デ バ イ ス は 、 例 え ば 携 帯 電 話 に
代 表 さ れ る ４ ５ Ｍ Ｈ ｚ ～ ２ Ｇ Ｈ ｚ の 周 波 数 帯 に お け る 無 線 信 号 を 処 理 す る 各 種 回 路 、 例 え
ば 送 信 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 受 信 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 、 局 発 フ ィ ル タ 、 ア ン テ ナ 共 用 器 、
Ｉ Ｆ フ ィ ル タ 、 Ｆ Ｍ 変 調 器 等 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 弾 性 境 界 波 を 用 い た 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 開 発 が さ れ て い る 。 弾 性 境 界 波 デ バ イ
ス は 、 異 な る ２ つ の 媒 質 の 境 界 に 弾 性 波 が 集 中 す る た め 、 ２ つ の 媒 質 の 外 表 面 に 異 物 が 付
着 し た 場 合 で あ っ て も 、 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス の よ う に 周 波 数 の 変 動 や 電 気 的 損 失 の 増 大 な
ど の 特 性 の 変 化 あ る い は 劣 化 が 生 じ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス に お い て は 、 共 振 器 と し て は 使 用 し な い 不 要 応 答 が 問 題 と な る 。 そ
こ で 、 特 許 文 献 １ に お い て は 、 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス の 基 板 の エ ッ ジ に ア ブ ソ ー バ や グ レ ー
テ ィ ン グ を 設 け 、 反 射 さ れ る 不 要 表 面 反 射 波 を 抑 制 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特
許 文 献 ２ に は 、 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス の 基 板 端 面 に 吸 音 材 を 設 け る こ と に よ り 、 バ ル ク 波 の
反 射 を 抑 制 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ３ に は 、 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス の 基 板 端 面
に 段 差 を 設 け る こ と に よ り バ ル ク 波 の 反 射 を 抑 制 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ １ ２ ７ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ２ ３ ９ ２ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ４ － ８ ２ ３ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス に お い て は 、 異 な る ２ つ の 媒 質 の 境 界 の 境 界 波 以 外 に 不 要 応 答 と し
て 励 振 さ れ る 波 が 存 在 す る 。 本 発 明 は 、 上 記 不 要 応 答 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 弾 性 境 界 波
デ バ イ ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 圧 電 性 を 有 す る 第 １ 媒 質 と 、 該 第 １ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 弾 性 波 を 励 振 す る 電 極 と 、 前 記
第 １ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 １ 媒 質 上 に 前 記 電 極 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 第 ２
媒 質 と 、 前 記 第 ２ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 吸 音 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 弾 性 境 界 波
デ バ イ ス で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 吸 音 部 が 第 ２ 媒 質 の 表 面 の 表 面 波 の エ ネ ル ギ ー を 低 減
さ せ る た め 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 第 １ 媒 質 お よ び 前 記 第 ２ 媒 質 と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第
２ 媒 質 と 前 記 吸 音 部 と の 間 に 設 け ら れ た 第 ３ 媒 質 を 具 備 す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ
の 構 成 に よ れ ば 、 吸 音 部 が 第 ３ 媒 質 の 表 面 の 表 面 波 の エ ネ ル ギ ー を 低 減 さ せ る た め 、 表 面
波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 圧 電 性 を 有 す る 第 １ 媒 質 と 、 該 第 １ の 媒 質 上 に 設 け ら れ た 弾 性 波 を 励 振 す る
電 極 と 、 前 記 第 ２ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 １ 媒 質 上 に 前 記 電 極 を 覆 う よ う に 設
け ら れ た 第 ２ 媒 質 と 、 前 記 第 ２ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 凸 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
弾 性 境 界 波 デ バ イ ス で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 凸 部 が 第 ２ 媒 質 ま た は 第 ３ 媒 質 の 表 面 の 表
面 波 を 散 乱 さ せ る 。 よ っ て 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 は 前 記 電 極 と 異 な る 周 期
性 を 有 す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 複 数 の 凸 部 の 周 期 を 電 極 の 周 期
と 異 な ら せ る こ と に よ り 、 表 面 波 の 散 乱 を 大 き く し 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 一 層 低
減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 構 成 に お い て 、 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 は 不 規 則 に 設 け ら れ た 構 成
と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 凸 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 同 じ 材 料 か
ら な る 構 成 と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 凸 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と
異 な る 材 料 か ら な る 構 成 と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 凸 部 は 複
数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 の 一 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な り 、 複 数 の 前 記 凸 部
の う ち 他 の 一 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な る 構 成 と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、
前 記 第 １ 媒 質 お よ び 前 記 第 ２ 媒 質 と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 ２ 媒 質 と 前 記 凸 部 と の
間 に 設 け ら れ た 第 ３ 媒 質 を 具 備 す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 構 成 に お い て
、 前 記 凸 部 は 前 記 第 ３ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な る 構 成 と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 構
成 に お い て 、 前 記 凸 部 は 複 数 設 け ら れ 、 複 数 の 前 記 凸 部 の 一 部 は 前 記 第 ２ 媒 質 と 同 じ 材 料
か ら な り 、 複 数 の 前 記 凸 部 の う ち 他 の 一 部 は 前 記 第 ３ 媒 質 と 同 じ 材 料 か ら な る 構 成 と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 圧 電 性 を 有 す る 第 １ 媒 質 と 、 該 第 １ の 媒 質 上 に 設 け ら れ た 弾 性 波 を 励 振 す る
電 極 と 、 前 記 第 １ 媒 質 と 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第 １ 媒 質 上 に 前 記 電 極 を 覆 う よ う に 設
け ら れ た 第 ２ 媒 質 と 、 前 記 第 １ 媒 質 お よ び 前 記 第 ２ 媒 質 と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 前 記 第
２ 媒 質 上 に 設 け ら れ た 第 ３ 媒 質 と 、 を 具 備 し 、 前 記 第 ３ 媒 質 の 膜 厚 は 前 記 電 極 の 周 期 の ０
． ２ ５ 倍 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 不 要
な 応 答 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 不 要 応 答 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス を 用 い た １ ポ ー ト 共 振 器 の 通 過 特 性 を 示 す 図 で あ る 。 低 周 波
側 の 境 界 波 の 応 答 の 他 に 、 高 周 波 側 に 不 要 な 応 答 が あ る 。 こ の よ う な 不 要 応 答 が あ る 場 合
、 例 え ば 、 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス を フ ィ ル タ に 使 用 す る 際 、 良 好 な 抑 圧 特 性 が 得 ら れ な い 。
こ の よ う に 、 不 要 応 答 は 良 好 な 周 波 数 特 性 の 妨 げ と な る 。 そ し て 、 発 明 者 ら の 実 験 に よ る
と 、 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の こ の よ う な 不 要 応 答 は 、 従 来 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス で み ら れ た よ
う な 、 周 期 の 細 か い ス プ リ ア ス と は 特 性 が 大 き く 異 な る 。 そ の た め 、 特 許 文 献 １ か ら ３ に
記 載 さ れ て い る よ う に 、 基 板 の 端 面 に 吸 音 材 や 段 差 を 設 け る こ と で は 抑 制 で き な い 。 不 要
応 答 の 原 因 と し て 、 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 表 面 波 に よ る 応 答 で あ り 、 応 答 の 大 き さ か ら レ
イ リ ー 波 の 高 次 モ ー ド で あ る セ ザ ワ 波 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 不 要 応 答 を 抑 制 す る
こ と が 可 能 な 弾 性 表 面 波 デ バ イ ス と し て 、 以 下 に 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 例 １ は 、 表 面 に 吸 音 部 を 設 け た 例 で あ る 。 図 ２ は 、 実 施 例 １ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ
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イ ス の 断 面 図 で あ る 。 回 転 Ｙ 板 の Ｌ Ｎ （ Ｌ ｉ Ｎ ｂ Ｏ ３ ） 基 板 の 圧 電 基 板 １ ０ （ 第 １ 媒 質 ）
上 に 、 Ｃ ｕ (銅 )等 の 金 属 か ら な る 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 電 極 １ ２ は 、 す だ れ 電 極 （
Ｉ Ｄ Ｔ ） ま た は 櫛 形 電 極 で あ り 、 弾 性 波 を 励 振 す る 電 極 で あ る 。 圧 電 基 板 １ ０ 上 に 電 極 １
２ を 覆 う よ う に 、 圧 電 基 板 １ ０ と は 異 な る 材 料 の 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ （ 第 ２ 媒 質 ） が 設 け
ら れ て い る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 、 シ リ コ ン 樹 脂 か ら な る 吸 音 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い
る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ は 圧 電 基 板 １ ０ に 対 し 音 速 が 遅 い 。 よ っ て 、 弾 性 境 界 波 は 酸 化 シ
リ コ ン 膜 １ ４ の 圧 電 基 板 １ ０ 界 面 に 集 中 し 伝 搬 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 吸 音 部 ２ ０ を 設 け な い 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス （ 従 来 例 ） と 実 施 例 １ に 係 る 弾 性 境 界
波 デ バ イ ス の 周 波 数 に 対 す る 挿 入 損 失 を 示 し た 図 で あ る 。 実 施 例 １ に お い て は 、 高 周 波 側
の 表 面 波 に 起 因 し た 不 要 応 答 が 小 さ く な っ て い る 。 こ の よ う に 、 実 施 例 １ に よ れ ば 、 酸 化
シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 設 け ら れ た 吸 音 部 ２ ０ が 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ の 表 面 の 表 面 波 の エ ネ ル
ギ ー を 低 減 さ せ る た め 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 吸
音 部 ２ ０ は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ の 表 面 の 表 面 波 の エ ネ ル ギ ー を 低 減 す る 材 料 か ら な り 、
例 え ば 、 樹 脂 か ら な る 。 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 シ リ コ ン 樹 脂 、 フ ェ ノ ー
ル 樹 脂 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 お よ び ポ リ イ ミ ド 樹 脂 を 用 い る こ と が で き る 。 パ ッ ケ ー ジ へ の 実
装 工 程 を 考 慮 す る と １ ５ ０ ℃ 以 上 の 耐 熱 性 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 酸 化 シ リ コ ン
膜 １ ４ 上 の 吸 音 部 ２ ０ は 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ の 表 面 全 体 に 設 け る こ と が 好 ま し い が 、 少 な
く と も 一 部 に 設 け ら れ て い れ ば 良 い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 例 ２ は 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 吸 音 部 ２ ０ と の 間 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ が 設 け ら
れ た 例 で あ る 。 図 ４ を 参 照 に 、 実 施 例 ２ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス は 、 圧 電 基 板 １ ０ お よ
び 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と は 異 な る 材 料 か ら な る 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ （ 第 ３ 媒 質 ） が 、
酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 吸 音 部 ２ ０ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同
じ で あ り 同 じ 部 材 は 同 じ 符 号 を 付 し 説 明 を 省 略 す る 。 実 施 例 ２ に よ れ ば 、 酸 化 シ リ コ ン 膜
１ ４ 上 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 よ り 音 速 の 速 い 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ が 設 け ら れ て い
る た め 、 弾 性 境 界 波 は 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 内 に 閉 じ 込 め ら れ る 。 ま た 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム
膜 １ ６ 上 に 設 け ら れ た 吸 音 部 ２ ０ が 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 表 面 の 表 面 波 の エ ネ ル ギ ー
を 低 減 さ せ る た め 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 ３ は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ま た は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 上 に 凸 部 が 設 け ら れ た 例 で あ る
。 図 ５ （ ａ ） を 参 照 に 、 圧 電 基 板 １ ０ （ 第 １ 媒 質 ） 上 に 、 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 圧
電 基 板 １ ０ 上 に 電 極 １ ２ を 覆 う よ う に 、 圧 電 基 板 １ ０ と は 異 な る 材 料 の 酸 化 シ リ コ ン 膜 １
４ （ 第 ２ 媒 質 ） が 設 け ら れ て い る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な る 複 数 の
凸 部 ２ ２ ａ が 周 期 性 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 図 ５ （ ｂ ） を 参 照 に 、 実 施 例 ３ の 酸 化 シ リ
コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ が 設 け ら れ 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 上 に 酸 化 ア
ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｂ が 周 期 性 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 図 ５ （ ｃ ） を 参
照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｃ が 不 規 則 に 設 け ら
れ て い る 。 図 ５ （ ｄ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数
の 凸 部 ２ ２ ｂ が 周 期 性 を 有 し 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ （ ａ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ
と 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｂ が 周 期 性 を 有 し 設 け ら れ て い る 。 図 ６ （ ｂ
） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｄ が 不 規
則 に 設 け ら れ て い る 。 図 ６ （ ｃ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な
る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｃ と 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｄ が 不 規 則 に 設 け ら れ て
い る 。 図 ６ （ ｄ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 の 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 上 に 酸 化 ア
ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｄ が 不 規 則 に 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ （ ａ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 の 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 上 に 酸 化 シ リ コ
ン か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ が 周 期 性 を 有 し 設 け ら れ て い る 。 図 ７ （ ｂ ） を 参 照 に 、 酸 化
シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 の 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ
と 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｂ と が 周 期 性 を 有 し 設 け ら れ て い る 。 図 ７ （
ｃ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 の 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な
る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｃ が 不 規 則 に 設 け ら れ て い る 。 図 ７ （ ｄ ） を 参 照 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １
４ 上 の 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｃ と 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｄ と が 不 規 則 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 例 ３ に よ れ ば 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ ま た は ２ ２ ｄ
が 設 け ら れ て い る 。 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ ま た は ２ ２ ｄ が 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ ま た
は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 表 面 の 表 面 波 を 散 乱 さ せ る 。 よ っ て 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要
応 答 を 低 減 す る こ と が で き る 。 な お 、 実 施 例 ３ に お い て は 、 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ
ま た は ２ ２ ｄ の 高 さ を ０ ． ５ か ら ２ μ ｍ と し た が こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 ま た 、 実
施 例 ３ に お い て は 、 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ ま た は ２ ２ ｄ を 酸 化 シ リ コ ン 膜 １
４ ま た は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 表 面 全 て に 設 け て い る が 、 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２
ｃ ま た は ２ ２ ｄ は １ つ 以 上 あ れ ば 良 く 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ ま た は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １
６ の 表 面 の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ て い れ ば 良 い 。 ま た 、 図 ５ （ ａ ） か ら 図 ７ （ ｄ ） に
よ れ ば 、 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ お よ び ２ ２ ｄ の 周 期 、 幅 、 間 隔 は 電 極 １ ２ の 周 期 、
幅 、 間 隔 よ り 小 さ く 図 示 さ れ て い る 。 し か し 、 電 極 １ ２ は 模 式 的 に ６ 本 で 図 示 し て い る も
の で あ り 、 一 般 的 に は 、 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ お よ び ２ ２ ｄ の 周 期 、 幅 、 間 隔 は 電
極 １ ２ の 周 期 、 幅 、 間 隔 よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） 、 図 ５ （ ｂ ） ， 図 ５ （ ｄ ） 、 図 ６ （ ａ ） 、 図 ７ （ ａ ） お よ び 図 ７ （ ｂ ） の よ
う に 、 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ ま た は ２ ２ ｂ は 電 極 １ ２ と は 異 な る 周 期 性 を 有 し 設 け る こ と が で
き る 。 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ ま た は ２ ２ ｂ が 電 極 １ ２ の 周 期 と 異 な る 周 期 を 有 す る こ と に よ り
、 不 要 な 応 答 の 原 因 と な る 表 面 波 を 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 図 ５ （ ｃ ） 、 図 ６ （ ｂ ） ，
図 ６ （ ｃ ） 、 図 ６ （ ｄ ） 、 図 ７ （ ｃ ） お よ び 図 ７ （ ｄ ） の よ う に 、 複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ ま た
は ２ ２ ｂ は 不 規 則 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ （ ａ ） 、 図 ５ （ ｃ ） 、 図 ７ （ ａ ） お よ び 図 ７ （ ｃ ） の よ う に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４
と 同 じ 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｃ を 用 い て も 良 い し 、 図 ５ （ ｂ ） 、 図 ５ （ ｄ ） 、 図
６ （ ｂ ） お よ び 図 ６ （ ｄ ） の よ う に 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 異 な る 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ｂ
、 ２ ２ ｄ を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 図 ６ （ ａ ） 、 図 ６ （ ｃ ） 、 図 ７ （ ｂ ） 、 図 ７ （ ｄ ） の よ
う に 、 複 数 の 凸 部 の 一 部 は 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 同 じ 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ａ ま た は ２ ２
ｃ 、 凸 部 の う ち 他 の 一 部 は 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 異 な る 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ｂ ま た は ２
２ ｄ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ （ ｂ ） 、 図 ６ （ ｄ ） か ら 図 ７ （ ｄ ） の よ う に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 凸 部 ２ ２ ａ 、
２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ ま た は ２ ２ ｄ と の 間 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ が 設 け ら れ て い て も 良 い 。
図 ５ （ ｂ ） 、 図 ６ （ ｄ ） の よ う に 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ と 同 じ 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２
ｂ 、 ２ ２ ｄ を 用 い て も 良 い 。 図 ７ （ ｂ ） お よ び 図 ７ （ ｄ ） の よ う に 、 複 数 の 凸 部 の 一 部 は
酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 同 じ 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ａ ま た は ２ ２ ｃ 、 凸 部 の う ち 他 の 一 部 は
酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ と 同 じ 材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ｂ ま た は ２ ２ ｄ を 用 い て も よ い 。 こ
の よ う に 、 任 意 に 凸 部 の 材 料 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 4は ３ つ の 異 な る 材 料 か ら な る 凸 部 を 有 す る 例 で あ る 。 図 ８ （ ａ ） を 参 照 に 、 酸
化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 、 酸 化 シ リ コ ン か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｃ と 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら
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な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｄ と 酸 化 シ リ コ ン 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム と は 異 な る 材 料 か ら な る 凸 部 ２
２ ｅ と が 不 規 則 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ （ ｂ ） は 実 施 例 ４ の 別 の 例 で あ る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 凸 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ と の
間 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ (第 ３ 媒 質 )が 設 け ら れ て い る 。 実 施 例 ４ の よ う に 、 凸 部 ２ ２
と し て ３ 以 上 の 異 な る 材 料 を 用 い て も 良 い 。 実 施 例 ４ は 凸 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ お よ び ２ ２ ｄ
が 不 規 則 に 設 け ら れ た 例 で あ っ た が 、 周 期 性 を 有 し 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 ５ は 凸 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ の 表 面 を 平 坦 に し た 例 で あ る 。 図 ９ （ ａ ） を 参 照 に 、 圧
電 基 板 １ ０ （ 第 １ 媒 質 ） 上 に 、 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 圧 電 基 板 １ ０ 上 に 電 極 １ ２ を
覆 う よ う に 、 圧 電 基 板 １ ０ と は 異 な る 材 料 の 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ （ 第 ２ 媒 質 ） が 設 け ら れ
て い る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 複 数 の 凸 部 ２ ２ ｄ が 不 規 則 に
て 設 け ら れ て い る 。 凸 部 ２ ２ ｄ の 間 に は 酸 化 シ リ コ ン 膜 か ら な る 凸 部 ２ ２ ｃ が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ９ （ ｂ ） は 実 施 例 ５ の 別 の 例 で あ る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 凸 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ と の
間 に 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ （ 第 ３ 媒 質 ） が 設 け ら れ て い る 。 実 施 例 ５ の よ う に 、 異 な る
材 料 か ら な る 凸 部 ２ ２ ｃ と 凸 部 ２ ２ ｄ と が 接 し て 設 け ら れ 、 凸 部 ２ ２ ｃ と 凸 部 ２ ２ ｄ の 表
面 を 平 坦 と す る こ と が で き る 。 実 施 例 ５ は 凸 部 ２ ２ ｃ お よ び ２ ２ ｄ が 不 規 則 に 設 け ら れ た
例 で あ っ た が 、 周 期 性 を 有 し 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ と し て は
、 第 ２ 媒 質 、 第 ３ 媒 質 以 外 の 材 料 を 用 い る こ と も で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 ６ は 酸 化 シ リ コ ン 膜 ま た は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 上 に 凸 部 お よ び 吸 音 部 を 設 け た 例 で
あ る 。 図 １ ０ （ ａ ） を 参 照 に 、 圧 電 基 板 １ ０ （ 第 １ 媒 質 ） 上 に 、 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て い
る 。 圧 電 基 板 １ ０ 上 に 電 極 １ ２ を 覆 う よ う に 、 圧 電 基 板 １ ０ と は 異 な る 材 料 の 酸 化 シ リ コ
ン 膜 １ ４ （ 第 ２ 媒 質 ） が 設 け ら れ て い る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 酸 化 シ リ コ ン か ら な る
複 数 の 凸 部 ２ ２ ａ が 周 期 性 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 、 凸 部 ２
２ a上 に は 、 例 え ば シ リ コ ン 樹 脂 か ら な る 吸 音 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ０ （ ｂ ） は 実 施 例 ６ の 別 の 例 で あ り 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ と 凸 部 ２ ２ ａ と の 間 に 酸
化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ (第 ３ 媒 質 )が 設 け ら れ て い る 。 実 施 例 ６ に よ れ ば 、 吸 音 部 ２ ０ が 酸
化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 若 し く は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 並 び に 凸 部 ２ ２ ａ の 表 面 の 表 面 波 の エ
ネ ル ギ ー を 低 減 さ せ る た め 、 表 面 波 に 起 因 す る 不 要 応 答 を 一 層 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 ７ は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 膜 厚 を 厚 く し た 例 で あ る 。 図 １ １ を 参 照 に 、 実 施 例
７ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス は 、 圧 電 基 板 １ ０ （ 第 １ 媒 質 ） 上 に 、 電 極 １ ２ が 設 け ら れ て
い る 。 圧 電 基 板 １ ０ 上 に 電 極 １ ２ を 覆 う よ う に 、 圧 電 基 板 １ ０ と は 異 な る 材 料 の 酸 化 シ リ
コ ン 膜 １ ４ （ 第 ２ 媒 質 ） が 設 け ら れ て い る 。 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ４ 上 に 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム
膜 １ ６ （ 第 ３ 媒 質 ） が 厚 く 形 成 さ れ て い る 。 図 １ ２ は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 膜 厚 ｈ を
変 え た 場 合 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス を 用 い た １ ポ ー ト 共 振 器 の 通 過 特 性 で 表 面 波 応 答 部 を 拡
大 し た 図 で あ る 。 電 極 １ ２ の 周 期 を λ と し た と き 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 膜 厚 ｈ を ０ ．
２ ５ λ 、 ０ ． ３ λ 、 ０ ． ３ ５ λ と 厚 く す る と 、 表 面 波 の 応 答 は 小 さ く な る 。 ま た 、 酸 化 ア
ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 膜 厚 ｈ が ０ ． ２ ５ λ よ り 小 さ く な る と 境 界 波 が 減 衰 さ れ る た め 好 ま し
く な い 。 こ の よ う に 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 膜 厚 ｈ は 厚 い 方 が 好 ま し い 。 特 に 、 酸 化
ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ の 膜 厚 ｈ を 電 極 １ ２ の 周 期 λ の ０ ． ２ ５ 倍 以 上 と す る こ と に よ り 、 不
要 な 応 答 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ９ に 用 い た 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス で は 、 酸 化 シ
リ コ ン 膜 １ ４ の 膜 厚 を ５ ０ ０ ｎ ｍ 、 電 極 １ ２ の 周 期 を ２ ０ ０ ０ ｎ ｍ と し た 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 １ か ら ７ は 、 第 １ 媒 質 と し て Ｌ Ｎ 圧 電 基 板 １ ０ 、 第 ２ 媒 質 と し て 酸 化 シ リ コ ン 膜
１ ４ 、 第 ３ 媒 質 と し て 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 １ ６ 、 電 極 １ ２ と し て Ｃ ｕ を 例 に 説 明 し た 。 第
１ 媒 質 は Ｌ ｉ Ｔ ａ Ｏ ３ 基 板 等 の 圧 電 性 を 有 す る 材 料 、 第 ２ 媒 質 は 第 １ 媒 質 と 異 な る 材 料 で
あ れ ば よ い 。 弾 性 境 界 波 を 境 界 付 近 に 閉 じ 込 め る た め 、 第 ２ 媒 質 は 第 １ 媒 質 お よ び 第 ３ 媒
質 よ り 音 速 の 遅 い 材 料 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 電 極 １ ２ は 導 電 性 を 有 す る 材 料 で あ
れ ば 良 い 。 電 極 １ ２ は 弾 性 境 界 波 の 反 射 を 抑 制 す る た め に は 、 Ｃ ｕ や Ａ ｕ の よ う に 密 度 が
高 い 金 属 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 係 る 特 定 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 形 ・
変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 従 来 の 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 周 波 数 に 対 す る 挿 入 損 失 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 実 施 例 １ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 実 施 例 １ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 周 波 数 に 対 す る 挿 入 損 失 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 実 施 例 ２ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） か ら 図 ５ （ ｄ ） は 実 施 例 ３ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 （ そ の
１ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ ａ ） か ら 図 ６ （ ｄ ） は 実 施 例 ３ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 （ そ の
２ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ （ ａ ） か ら 図 ７ （ ｄ ） は 実 施 例 ３ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 （ そ の
３ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ （ ａ ） お よ び 図 ８ （ ｂ ） は 実 施 例 ４ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ９ （ ａ ） お よ び 図 ９ （ ｂ ） は 実 施 例 ５ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ ａ ） お よ び 図 １ ０ （ ｂ ） は 実 施 例 ６ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 実 施 例 ７ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 実 施 例 ７ に 係 る 弾 性 境 界 波 デ バ イ ス の 表 面 波 周 波 数 に 対 す る 挿 入 損 失
を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圧 電 基 板
　 　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電 極
　 　 １ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 酸 化 シ リ コ ン 膜
　 　 １ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜
　 　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吸 音 部
　 　 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ 、 ２ ２ ｅ 　 　 凸 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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